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情報システムのソリューション体系

ソリューションの全体体系のひな型を示す｡このコンセプトに基づいて各基盤ごとにソリューションの重点を決め,それぞれのサービス商品

を定義する｡図中の｢次世代情報システム構築ソリューション+が,この論文の対象ソリューションである｡

現在すでに,次仲代の経常コンセプトニーズと,ネッ

トワークセントリックな分散オブジェクト技術環境のシ

ーズとが合敦して,さまざまな製品が社会に登場してい

る｡日立製作所も,分散オブジェクト製品を次々に開発

し,実システムとして徐々に構築,稼動させている｡一

方,この技術分野は未だ急激な発展途_Lにあり,世界中

でさまざまな切り口の製品が絶えず生み出され,それだ

けで現ユーザーがシステムを構築するには,かえって混

乱を招いている｡

日立製作所は,これまで"ForefrontSS''というソリュ

ーション体系の‾Fでさまざまな具体的ソリューションを

開発してきた｡このような状況を踏まえ,分散オブジェ

クトを新IT(Information Technology)の根幹として活

用していける,新しいソリューションとサービス商品を

提案する｡
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はじめに

システム構築の情報技術〔IT(Information Technol-

ogy)〕分野では,クライアントネットワークの発展と既

存資産(メインフレームなど)の前向きな再評価という動

向(三伴い,システムの活用方法という点が,近年急速に

変化している｡

最近では,エクストラネットや``Thin(身軽な)''クラ

イアントの登場により,複数層のシステムアーキテクチャ

が現実的なものとなってきた｡この基盤を成す技術が,

分散オブジェクトである｡これにより,既存のシステム

資産のいっそうの活用と,ユーザーの運用負荷軽減とい

う2点が実現できる｡

しかし一方で,さまざまな基盤やミドルウェア,アプ

リケーションなどの組合せが生まれ,結果として膨大な

組合せと,結果としての複雑なシステム構成を生んでい

るのもまた事実である｡それは,何も分散オブジェクト

に限らず,他の技術基盤･コンセプトにしても同様であ

り,早急に対策が必要となってきている｡

そこで,日立製作所は,ますます複雑化する問題に取

り組むために,新しいシステムソリューション体系を提

唱し,分散オブジェクトを中核のITと位置づけたうえ

で,実際の顧客システム構築･運用･利用に資すること

のできるソリューションサービスを提案していくことを

考えている｡

ここでは,この体系に基づくSI(SystemIntegration)

の考え方と,具体的に提供するサービス商品について述

べる｡

情報システムのソリューション体系の概要と

基本的考え方

情報システムのソリューション体系をまとめたものを

21ページの図に示す｡

(1)サービス分類

21ページの凶の左側に示すように,サービス分類を三

つにした｡このサービス分類は,それぞれ1こから順に,

インフラストラクチャーの部分｢コミュニケーション ネ

ットワーク ベース+,オープンミドルウェアの部分｢ミ

ドルウェア･コンポーネントウェア+,最後に,これらの

IT基盤を活用してSIを行う｢ソリューションサービス+

から成る｡

(2)基盤技術

それぞれにとって重要な基盤技術が存在するが,それ
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を表したものが21ページの図の右側である｡

｢コミュニケーション ネットワーク ベース+にとって

は,高信頼性･高可用性を持つサーバ･ネットワーク技

術がそのベースとなる｡

｢ミドルウェア･コンポーネントウェア+では,高度な

セキュリティ技術を活用する｡

｢シリューションサービス+に対しては,従来の日立製

作所のシステム開発技法"HIPACE”などを拡張し,統合･

分散システム対応計画･開発技法によってこれを支える｡

(3)サービス体系

大別すると,分類別にサービス体系がある｡それぞれ

のサービスは単体でも提供,通用できるが,複数を組み

合わせることによって,より一貫した高度なサービスが

提供できるものと考える｡

分散オブジェクトソリューション

システム事業やソリューション事業では,このソリュ

ーション体系の考え方がベースとなる｡ただし,具体的

には,おのおのの技術基盤別に整理,取捨選択し,必要

なサービスを提供することが必要である｡以下では,分

散オブジェクト技術を利用したサービス商品について述

べる｡

3.1ソリューション実現に向けての効率的Sl

分散オブジェクトソリューションのねらいは,企業の

新業務サービスの短期開発を実現することである｡具体

的には,以下の項目があげられる｡

(1)新規開発アプリケーションと既存資産の連携

(2)異機種複数システム間の連携

表1 グローバル企葉システム構築へ向けてシステム連携を

図るべきポイント

分散オブジェクト技術の特徴を生かした適用パターンと顧客の

メリットを示す｡

分散オブジェクト技術の特徴 適用パターン 顧客のメ】jット(ユーザ】,システム部Fヨ)

既存資産の有効活用

(企萎システムの再構築)

端末統合 ●操作性の向上

●イントラネットによる開発加速

既存システム資産の活用 ●部門システム間遠携

●コラボレーションによる手戻し工数減

●新業務システムの追加

●一部業務のダウンサイジング化

(パッケージ導入)

システム連携の容易さ

特定他社システムとの接続●リモート化･モバイル化

●セキュリティ

●他社システムの変化への対応力の確保

●ECへの対応

一倍顧客への直接アクセス●ウェブでの各種サービス利用

(社外との有機的結合) ●多様なサービス提供

(ユーザーのサービス形態に即応)

第三者横閑システムとの接続●取引先相手をダイナミックに検索

●必要な相手先へ接続

●取引先相手のシステム変更に柔軟に対応
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(3)システム環境変化への対応

このような状況下で,日立製作所のサービス商品のね

らいは,効率的SI,すなわち｢作らない文化+,｢組合せ

の文化+の醸成である｡具体的には,既存システム資産

の有効活用と,システム連携の容易さである｡その内容

をまとめたものを表1に示す｡

3.2 分散オブジェクト基盤サービス商品の意義

このサービス商品の意義･効果としては,以下のこと

があげられる｡この商品によって,より柔軟な新業務の

創造･構築が早期に実現できる｡

(1)異種システムをいっそう簡単に連携することによ

る,新付加価値業務とシステムの創出

(2)メインフレームとオープンシステム連携ソリューシ

ョンの拡大

(3)SIの高度化と効率化

(4)有力SIベンダ,パッケージベンダとの共生

3.3 サービス商品の全体体系

サービス商品体系を図lに,この体系の位置づけを

図2にそれぞれ示す｡既存商品のほかに,今回は5商品

を追加した｡

具体的商品内容は下記のとおりである｡

(1)プランニングサービス群

(a)戦略的システム再構築プランニングサービス,新

システムヘの順次移行と連携の全体計画

(b)企業システムアーキテクチャ設計サービス,.シス

テム連携基盤の計画

(2)開発支援サービス群

(a)分散オブジェクトシステム構築支援サービス,新

企画 設計･開発･テスト 運用

プランニンク

サービス群

)戦略的システム

再構築プラン

ニングサービス

(2)企井システム
アーキテクチャ

投計サービス

業種訟十支援サービス

(5)コンポーネント指向業務

設計支援

システムネットワーク諾十

対応サーヒス群

開発支横サービス群書

(3)分散オブジェクトシステム

構築支援サービス

(4)既存システム賛産の
活用支凍サービス

丁
ス
ト
作
業
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
ヰ

業
務
移
行
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
*

維持･運用

サービス群

製品別

ソフトウエア
サポート

サービス群

注:*分散オブジ工クト対応に工ンハンスする予定

国l サービス商品の全体体系

分散オブジ工クト対応のサービス商品を追加し,新商品を既存サ

ービス商品体系の中に位置づけた｡

新システムヘの憤次移行と連携の全体計画

(1)戦略的システム再構築プランニンクサービス

企業システム

既存
システム

既存
システム

システム連携基盤の計画

(2)企業システムアーキテクチャ設計サービス

新システム

システム連携の実現

(4)既存システム梁塵の活用支援サービス

他企業

システム

＼再利用惟の高い新システムの計画と実現
(3)分散オブジ工クトシステム構築支援サービス

(5)コンポーネント指向業務設計支援

図2 サービス体系の位置づけ

現状の業務･システム環境と新規のニーズから,おのおののニー

ズに合ったサービスを提供する｡

システムヘのIT基盤の適用とシステム構築

(b)既存システム資産の活用支援サービス,システム

連携の実現

(3)業務設計支援サービス群

(a)コンポーネント指向業務設計支援サービスと,再

利用性の高い新業務システム構築

次章では,特に今後のSIのキーとなる,プランニング

サービス群の企業システムアーキテクチャ設計サービス

と,開発支援サービス群の既存システム資産の活用支援

サービスの2商品について述べる｡

企業システムアーキテクチャ設計

サービス

このサービスは,今後のSI全体にとって,最も重要と

なるサービスの一つと位置づけている｡

これからの企業情報システムの実現にあたっては,膨

大な既存資産を有効に取捨選択し,組み合わせていく技

術が重要となる｡分散システムでは,既存システムのデ

ータ活用,業務パッケージや流通ソフトウェアの活用が

必須であり,システム間の連携アーキテクチャをいかに

上手に設計するかが,その後の開発スピードを左右する｡

アーキテクチャ設計のためのサービス商品として,以

下のサービス内容を提供する｡

(1)インタオペラビリテイ(相互接続性)の要件分析

(a)接続と運用の柔軟性の要件

(b)データ連携の範囲,性能とセキュリティの要件

(2)アーキテクチャ調査

(a)標準化動向と最新技術動向の調査

(b)現行系アーキテクチャの分析
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(C)アーキテクチャ製品群に関する要件の比較･検討

(3)プロトタイプ開発による評佃

(a)全体構成の設計

(b)インタオペラビリティ要件への連携実現指針の明

確化

(c)プロトタイプ開発と評価

既存システム資産活用支援サービス

既存システム資産を柄用するには,ラッピング技術が

効果的である｡このラッピング技術を実現するのがラッ

パ製品群であり,個々のシステム形態を通じて製品の選

択と任し､方のコンサルテーションを行うのがこのサービ

スである(図3参照)｡

具体的内容は,以下にあげるそれぞれのコンサルテー

ションから成る｡

(1)既存資産を効果的に活用するためのシステムモデル

作成の支援

(2)顧客の通用業務･資産形態に対する適切なラッピン

グ方式と適用製品の提案

(3)既存資産を効率的に利用するラッパ製品などの導入

支援

効果としては,まずオブジェクトラッパ製品を活用する

ことにより,既存システム資産(メインフレームなど)を,

修正を最小限に抑えながら再利用でき,それによる業務シ

ステム構築の加速があげられる｡また,既存システム資産

と新規に開発する分散オブジェクト対応アプリケーショ

ンとのインテグレーションを実現することができる｡

▲顧客のSE日立グループのSE

既存システムの分析
(支援ツール利用)

匡f
=t既存系

-･再利用可能な画面･
DB･サブシステム

轡

システム連携方式設計と
ラッパ製品の利用

分散オブジェクト

ラッパ ORB

く唾盛遊遜遊盗遊露
システム連携

(ラッピング)の

設書十手順をガイド

▲日立製作所

既存システム資産活用
支援サービス

●システム連携方式の
体系化

･ラッパ製品の利用法
･分析支援ツールの議用法

注:略語説明 SE(SystemsEngineer)

DB(Database)

ORB(○叫ectRequestBroker)

図3 既存システム資産活用支援サービスのねらい

既存システム資産を活用してアプリケーションシステムの構築

を加速したいというニーズ(time-tO-marketの短縮)を持った顧客に

対して,既存システム連携設計ガイドに基づいてコンサルテーショ

ンを実施する｡

24

おわりに

ここでは,分散オブジェクト基盤でのSIソリューショ

ンの考え方について述べた｡

現在,新しい世代である｢ネットジェネレーション+

の持つニーズのキーワードは,｢エビキタス(いつでも,

どこでも)+である｡その動向は,今後のシーズであるIT

基盤の発展と密接に相互依存している｡その中で,企業

や社会のあり方そのものも確実に変化していかざるを得

ないものと考える｡それを支えるSI基盤も,単なる一業

務やコンピュータシステム構築にかかわる技術だけにと

どまらず,より文化的･社会的な側面とかかわって成長

していく必要がある｡

R立製作所は,これからも顧客に対する息の長いサポ

ートに努めていく｡そのための重要な技術的基盤の一つ

が分散オブジェクト基盤"NetworkObjectplaza”であ

るとの認識に立ち,それを中心としたソリューション･

サービスを今後も積極的にサポートしていく考えである｡
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